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鳥取県日野川上流域における花崗岩斜面中のシーティング節理

加古　満則＊・横田修一郎＊＊

Sheetingjoints　develoOed　in　granitic　rocks　in　the　upPer　Hino　River，Tottori，Japan

MitsunoriKako＊and　ShuichiroYokota＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　Low　angle　sheetingjoints，which　lie　sub－parallel　to　gentle　mountainous　slopes，are　frequently　observed　in　expos皿es　of

granitic　rocks．They　may　develop　depending　not　only　on　rock　textures　and　weathering　condition，but　also　topographic

conditions　including　river　dissection．An　area　in　which　sheeting　joints　were　developed　was　found　in　the　headwaters　of　the

Hino　River，Tottori，Japan。Micro　sheeting，which　is　a　zone　ofdense　cracks　concordant　with　the　sheetingjoints，was　also

observed．Low　relief　surfaces　and　deep　river　dissection　charactedze　the　area　topographically．

　The　dominant　trends　of　the　sheeting　joints　are　almost　same　as　the　mountainous　slopes　facing　the　valley，whereas

average　dip　is　gentler　than　the　slopes．However，the　sheeting　joints　are　not　present　in　na皿ow　and　shallow　valleys．Based

on　these　geometrical　relations，the　sheeting　joints　are　believed　to　have　fo㎜ed　due　to　stress　balance　by　release　of　steep

valley　slopes　related　to　rapid　dissection　by　rivers．This　may　supPort　the　model　presented　by　Hashikawa　for　similar　feat皿es

found　in　the　Hiroshima　area．
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は　じ　め　に

　花崗岩の岩盤中には規則的な節理系の発達していることが

多く，場所によってはシーティング節理（sheetingjoints）と

よばれる低角の節理の見られることがある．シーティング節

理は緩い山腹斜面などにほぼ平行した節理であり，一般には

山地の浸食・削剥によって局所的に上載荷重の減少を生じ，

これに起因した引張応力で形成されると考えられている
（Price，1966）．

　岩盤の露出した山腹斜面や切土法面にこのようなシーティ

ング節理が存在していれば，節理面に沿った落石や崩落が発

生しやすい．たとえば，1999年広島豪雨災害では土石流発

生に関わる斜面崩壊には斜面と同方向のシーティング節理の

関与が指摘されている（横田ほか，1999；千木良，2000a）．

また，山口市鳴滝地区では1999年にシーティング節理の発

達した花崗岩斜面において幅約40m，高さ約35mの崩落が

発生した（西川ほか，2001）．両例に見るように，花崗岩地

帯のシーティング節理はその形態や方向が岩石のマサ状風化

とともに斜面安定評価の上でも重要な要素といえる．

　地形的になだらかな中国山地は全国的にみても花崗岩が広

く露出している地域の1つである．このうち，広島市周辺地

域の花崗岩中にはシーティング節理が明瞭であり，その形態

や形成機構に関してこれまでいくつかの研究がなされてきた

（橋川・宮原，1974；橋川，1978，1980）．その結果，シーティ

ング節理は緩傾斜地形面を深く開析する河谷の谷壁斜面に現

れ，節理面方向は緩傾斜地形面とある程度調和的であること

が報告されている（橋川，1978，1980）．

　一方，中国地方のなかでも山陰側では，花崗岩の露出が広

いにもかかわらず，シーティング節理の存在はこれまであま

り知られていなかった．こうしたなか，筆者らは今回山陰側

の鳥取県日野川上流域（第1図）においてシーティング節理

が比較的よく発達している地域を見いだした．日野川上流域

は単に風化花崗岩が広く分布しているだけでなく，地形的に

は緩斜面が深く開析された地域であり，シーティング節理の

形成はこれとも関わっている可能性がある．そこで，この地

域におけるシーティング節理の方向・形態を調査し，シー

ティング節理と地形変化との関係について検討した．その結

果は将来的にはシーティング節理の具体的な形成機構解明に

も資するであろう．

花崗岩岩盤の風化過程とシーティング節理の形成
＊　島根大学総合理工学部（現在，（株）シマダ技術コンサルタント）

　Present　address：Shimada　Technical　Consultants　Co．，228Hashima－

　cho，Yasugi，Shimane690－0014，Japan．
＊＊ ㍾ｪ大学総合理工学部地球資源環境学科

　Department　ofGeoscience，Shimane　Univ．，1060Nishikawatsu，Matsue

　690－8504，Japan．

　地学辞典の「シーティング節理」（横田，1996）によれば，

シーティング節理（sheetingjoint）の形成は削剥による上載荷

重の減少によるという考え方が一般的であるものの，岩石中

の弱いplanarstructure（鉱物の配列面）に平行なもののように

49



50 鳥取県日野川上流域における花崗岩斜面中のシーティング節理

松江

○

が魂

鳥取／

0

難
物

中国山地

50km

研究地域

岡山
●

第1図　対象地域の位置図

初生的な環境による可能性もある．また，pnce（1966）は，

上載荷重の減少や温度変化といった要因の他に，長石や苦鉄

鉱物など造岩鉱物の膨張をも要因の1つに指摘している．

　系統的な節理面の形成には一般に様々な要因が考えられる

が，なかでも花崗岩の場合には冷却・収縮時の熱応力や構造

運動に伴う応力などが関わっていると考えられ，場合によっ

てはそれらが複合している可能性もある（横田，1974）．シー

ティング節理もこうしたものの1つといえる．

　花崗岩のような完晶質で粗粒の岩石では，複合した物理・

化学的風化によって鉱物粒子が分離（grain　disintegration）し，

最終的には“マサ”にいたる．しかしながら，岩盤としてみ

れば，風化によって単に鉱物粒子の分離のみが進行するわけ

ではなく，様々なクラック（割れ目）の発生も粒子の分離と

同時に，あるいはこれに先行して進行すると考えられる．

　花崗岩中にはシーティング節理とともに，さらに細かい低

角の割れ目として，マイクロシーティング（FolkandPatton，

1982；千木良，2000b）あるいはラミネーション（Twidale，

1973；橋川・宮原，1974；橋川，1980）とよばれるものがあ

る．これらもシーティング節理と類似の地形環境で発達して

いることが指摘されている（橋川，1980）．したがって，シー

ティング節理はこのようなマイクロシーティングとともに，

花崗岩岩盤が緩み，風化していく一連の過程で形成されるの

であろう．

日野川上流域の地形・地質概要

　節理面方向を測定し，研究対象とした地域は鳥取県西部を

流れる日野川上流域であり（鳥取県日野郡日南町，第1図），

なだらかな中国山地の北東部に相当する．日野川支流印賀川

の菅沢ダムとその貯水池（日南湖，第2図参照）の周回道路

に沿った切土法面では花崗岩岩盤が広く露出しており，そこ

では系統的な節理がよく観察できる．

　第2図は研究地域を含めた周辺の地形概要である．これは

1125，000地形図をもとに埋谷幅250mの接峰面図として作成

したものである．この地域には標高450～500mの定高性を

もった浸食小起伏面（緩斜面）が広がっており，とくに印賀

川上流域では平坦性が明瞭である．一部には小起伏面から突

出する標高600～700mの残丘（monadnock）も認められる．

　図に示すように，印賀川は上流域では南東方向に流下して

いるが，大宮ダムの下流約2kmで南西方向に向きを変え，

菅沢ダム貯水池の日南湖となっている．日南湖内の谷地形は

図では表現されていないが，ダム建設前の空中写真に基づけ

ば，大宮ダム付近から日南湖上流の屈曲点付近までは谷は浅

く，谷底は細長い平坦地となっている．一方，日南湖付近か

ら下流では河谷は深くなり，菅沢ダム付近は比高150m前

後の深いV字谷となっている．したがって，日南湖の周回

道路（標高約380m）は当初の河床からの比高が約90mで40。

前後の急な山腹斜面，あるいは急斜面から緩斜面への移行部

に相当する．

　菅沢ダムから下流になると印賀川は再び南東方向に流下

し，日野川と合流する．印賀川によって開析されるまわりの

山稜・山腹には標高450～500mの浸食小起伏面以外にもい

くつかの平坦面が認められる．現河床面を基準とした平坦面

の比高は80m，105m，150m，230m，300mなどである．こう

した比高は上流にいくにつれて小さくなる傾向があり，浸食

が下流から上流に向かって進行してきたことを物語ってい

る．

　研究地域を含む周辺の地質概要を第3図に示す．これは山

陰バソリス研究グループ（1982），飯泉・山陰バソリス研究

グループ（1983），服部・片田（1964），寺岡他（1996）をも

とに作成したものである．当地域には根雨花崗岩体（山陰バ

ソリス研究グループ，1982）とよばれる中粒～粗粒の黒雲母

花崗岩が広く分布している．根雨花崗岩体は図に示すように

三郡変成岩類（主に泥質片岩）や古期の火成岩類を貫いてい

る．また，K－Ar法およびRb－Sr法による根雨花崗岩体の年

代は59～64Maである（河野・植田，1966）．

　根雨花崗岩体中にはアプライト脈と安山岩岩脈がいたると

ころで認められ，方向としてはNW－SEの他にNE－SWが目

立つ．アプライト脈は根雨花崗岩体の一連の活動中に形成さ

れたと考えられている（山陰バソリス研究グループ，1982）．

1／50，000「根雨」図幅説明書（服部・片田，1964）でも，この

地域の岩脈ではNW－SE方向など方向性が明瞭なことが指摘

されている．

　印賀川流域，とくにその南西方には玄武岩溶岩が点在し，

断片的ながら花崗岩体を覆っている．時代的には更新世と推

定されている（鷹村，1973；岡田，1981）．また，大宮ダム

下流などでは花崗岩上に花崗岩の亜円礫などが散在している

部分がある．全体によく締まっていることから，更新世ない

しそれ以前と推定される．これらは部分的に約1mの黒色

土壌によって覆われている．

　なお，研究地域は2000年10月6日に発生した鳥取県西部

地震の震央から約10km南であり，上述した岩脈の卓越方

向ならびにphotolineamentsの卓越方向（後述）の一部は地震

の震源断層（NW－SE方向）とほぼ同方向である．
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第2図　対象地域周辺の地形概要．1／25，000地形図を用いて250mの埋谷接峰面図として表現している．
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第3図　対象地域を含む周辺の地質概要．主に山陰バソリス研究グループ（1982）に基づく．

測定地域の山腹斜面と花崗岩岩盤

　第4図には節理面方向測定の対象とした日南湖周辺の地形

を示す．日南湖（貯水位標高約380m）の東西両岸は急斜面

となっているが，標高450m付近を境に高標高部では緩傾

斜面となっており，とくに東岸側（左岸側）では2段の浸食

小起伏面が認められる．湖岸の斜面はほぼNE－sw方向に延

びているが，いくつかの小さな谷が切れ込んでおり，とくに

東岸では顕著である．

　空中写真（1／10，000）の判読では，この地域にはphoto

lineamentsが多数認められる．連続性はよくないが，印賀川

の流下方向であるNE－SWまたはNW－SE方向が卓越してい
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第4図　日南湖周辺の地形とphotolineaments．Photolineamentは1／10，000空中写真の判読による．また，確認したアプライト脈
　と岩脈の走向傾斜も示している．地形図は日南町地形図（原縮尺115，000，等高線間隔10m）を使用．
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第5図　日南湖周辺におけるアプライト脈と安山岩岩脈の
　走向傾斜．シュミットネットの下半球投影．（a）アプラ
　イト脈，（b）安山岩岩脈

E

る．個々のphoto　lineamentsの箇所は現地では同方向の熱水

変質部などであることが多い．第4図にはphotolineaments

とともに現地で確認したアプライト脈と安山岩岩脈の走向傾

斜をも図示している．この地域におけるそれらの走向傾斜の

分布を第5図（a），（b）に示す．測定個数は必ずしも多くな

いが，アプライト脈ではNE－SW走向で様々な傾斜角のもの，

また安山岩岩脈ではNW－SE走向で垂直に近いものが卓越し

ている．

　日南湖岸に露出している花崗岩は新鮮で硬質な状態から，

マサ状に風化して鉱物粒子が分離したものなど様々である．

岩盤としてみると，岩石中に微小クラックが発達したもの，節

理が密集したものといったいくつかの風化レベルがある．マ

サ状を呈する部分の厚さは，尾根では10m前後に達している．
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第6図　日南湖岸で測定した節理面方向のπ一ダイヤグラム．図中の①～⑨は測定箇所Loc．1～9．シュミットネットは下半球投

　影で移動平均したもの．各箇所でそれぞれ50個ずつ測定した．等値線は0－4－8－12－16％．

節理面方向の測定結果

　節理面方向の測定は標高約380mの貯水池周回道路の切

土法面などで行った．測定箇所は上流NW－SE方向の支谷の

両岸で6箇所（Loc．1～6），日南湖南東岸で3箇所（Loc．7，8，

9）の計9箇所であり，それぞれにおいて節理面の走向傾斜

を50個ずつ測定した（第6図）．測定に際しては各露頭内に

水平なラインを設定し，これと交差する節理面を測定してい

く方法をとった．

　各測定点で得られた節理面のπ一ダイアグラムを第6図に

示す．これはシュミットネット（下半球）に投影し，移動平

均して作成したものである．走向傾斜のバラツキは大きいも

のの，いずれの箇所においても高角な節理面と低角の節理面

が認められる．

　高角節理面についてみると，上流のNW－SE方向の谷に

沿ってはこれと同走向ないしその直交方向が目立つ．また，

NE－SW方向の主谷に沿っても互いに直交するNE－SWと

NW－SEの両方向が認められる．一方，低角節理面について

は，Loc．1～3ではNW－SE方向で北東に緩く傾斜したもの，

およびNE－SW方向で南東に緩く傾斜したものが確認でき

る．Loc．4～6では，前者に加えてNE－SW方向で北西に緩傾

斜したものが確認できる．また，日南湖東岸のLoc．7～9に

おいてはNE－SW方向で北に緩く傾斜したものの他に，NW

－SE方向で北東に緩く傾斜したものも認められる．

　第1表にはLoc．1～9のπ一ダイヤグラムから読みとった

個々の卓越方向を示す．低角節理面がいずれの露頭にも認め

られるとともに，場所によっては低角のなかに2方向が存在

していることがわかる．

シーティング節理の方向

　節理の形成機構は一般に様々なものが混在していると考え

られるため，実際に測定した個々の節理面に関する具体的な

形成機構は明確ではないが，ここでは上記の低角節理を「シー
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第1表π一ダイヤグラム（第6図）で得られた節理面の
　卓越方向（走向・傾斜）の値．　低角節理（シーテイン

　グ節理）と高角節理に分けて，それぞれの卓越方向を示
　している．露頭番号Loc．1～9は第6図の①～⑨に対応．

露頭番号 低角節理（シーティング節理） 高角節理

Loc．1
　　o　　　　　　　　o

m39W／19N N16。E／38。W 　　o　　　　　　　　o

m50W／86N

Loc．2
　　O　　　　　　　　O

m37W／19N
　　o　　　　　　　o

m17E／26E
　　o　　　　　　　o

m18E／90

Loc．3 N20。E／14。E 　　O　　　　　　　　O

m54W／80S

Loc．4
　　o　　　　　　　　o

m71W／30N
　　o　　　　　　　o

m39E／22E
　　o　　　　　　　　o

m35W／90

Loc．5 　　　omS／14N N57。E／86。S

Loc．6 N25。E／20。W 　　o　　　　　　　　o

m41W／20N
　　o　　　　　　　　o

m52W／81S N64。E／87。N

Loc．7
　　o　　　　　　　　o

m79W／21N 　　　　odW／81N

Loc．8
　　o　　　　　　　o

m41E／29N N22。E128。E N74。E／79。S

Loc．9
　　o　　　　　　　　o

m57W／16N
　　o　　　　　　　o

m35E／20W N68。W／86。N

～鯨．碗
　　　　　　　る6

N　　　象》　14『

　　　　　　　　舟－謹噸

　　　　　　　　．巽

　　　　　　　　　轟

蕪雑灘灘
望㎜　　・　　5・・m
第7図　シーテイング節理の走向傾斜．図中の走向傾斜は
　第6図の各ダイヤグラムから読みとった低角節理面の卓
　越方向とともに，断片的な露頭で確認した低角節理面の

　走向傾斜も示している．なお，ダイヤグラム中ないし露

　頭で低角節理面が2方向以上認められる場合には，それ
　らすべてを示した．

　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

ティング節理」とよぶことにする．代表的なシーティング節

理の露頭での状況を第12図（a），（b）に示す．急斜面に1～

2m間隔で現れるものや，5～10cm間隔で細片状を呈するも

のがある．

　第7図は日南湖付近におけるシーティング節理のみの走向

傾斜を示したものである．これには，第6図の各ダイヤグラ

ムから読みとった低角節理面の卓越方向とともに，他の断片

的な露頭で確認した低角節理面の走向傾斜も合わせて示して

いる．

　これによれば，日南湖主谷の両岸だけでなく，上流NW－

SEの支谷両岸においても，NE－SWの走向で北西～南東側

に緩傾斜したシーティング節理が多数認められる．日南湖の

西岸では東側に20～40。，また東岸では西側に15～40。で傾

斜したものが多く，これらはそれぞれの場所における山腹斜

面あるいは谷壁斜面と同方向である．一方，上流NW－SEの

支谷の両岸ではNE－SW走向のシーティング節理は，むしろ

山腹斜面とは斜交ないし直交方向となっている．すなわち，

シーティング節理面の方向は日南湖の主谷を横断する方向で

は谷壁斜面と調和的であるが，上流の支谷では谷壁斜面とは

無関係であり，むしろでも主谷に調和的であるようにみえる．

そこで，次にこの地域のシーティング節理の全体的なトレン

ドと谷地形との関係について検討する．

シーティング節理と谷地形

　第8図（a）は第7図のシーティング節理の走向傾斜をもと

に大局的な走向トレンドを破線で表したものであり，また（b）

は日南湖主谷を横断するNW－SE方向の4断面にシーティン

グ節理面の方向を投影したものである．ここでも節理面の方

向とともに全体的な傾斜トレンドを点線で示している．いず

れの断面図上においても日南湖東岸では北西側に傾斜し，ま

た日南湖西岸ではデータは少ないが，南東側に傾斜している．

結果として，シーティング節理面は日南湖の深いV字谷の

谷壁斜面と調和的に形成されていることが分かる．A－A’や

B－B’のように，上流NW－SEの支谷両岸のシーテイング節

理面も日南湖の主谷方向に調和的であることが読みとれる．

シーティング節理面と高標高部の山腹緩斜面の傾斜角につい

ては前者の方がやや急なようである．

　上記のような関係に基づけば，ここでのシーティング節理

はV字型の深い谷壁の開析と密接な関係をもって形成され

たと考えられ，こうした関係は橋川（1980）が指摘した斜面

表層の応力状態を反映した形成モデルを支持するものであ

る．

　また，前述したように日南湖岸の山腹斜面は多くの切れ込

みがあるが，シーティング節理面はこうした微小な谷地形と

は対応していない．言い換えれば，大局的な地形，すなわち

現在より少し前の原地形に近いものに対応している．

　このような微小な谷地形との関係をみるため，日南湖東岸

の地形的に入りくんだ部分でシーティング節理面と山腹斜面

との関係を調べてみた．第9図は張り出した尾根を縦断する

地形断面図（H’）に周辺のシーティング節理面の傾斜を投

影したものである．これによれば，シーティング節理は埋谷

接峰面図で表されるような大局的な地形と調和的であること

が分かる．前述したように，上流の谷（NW－SE方向）のよ

うに谷が浅く狭い場合には対応したシーティング節理が現れ

ていないことに注目すれば，シーティング節理はこのような

小規模の谷（幅ならびに深さ）では形成されにくいのであろう．

　緩傾斜した浸食基準面から深い河谷が形成され，谷壁斜面

の拡大に伴ってシーティング節理が形成されたとすると，そ

の形成は第10図のようなイメージとなる．深いV字谷が形

成され，拡大していくにつれて斜面より少し緩い傾斜のシー

ティング節理が形成されていく．ただし，その後，深い河谷

の周辺に新たな支谷の浸食が始まっても，谷の規模が小さい

うちは，それに支配されたシーティング節理は生じにくい．
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　　　　　　　　　　　　　第9図　尾根の縦断方向（1－1’）におけるシーティング節理の傾斜．

（a）日南湖東岸から張り出した尾根付近のシーティング節理の走向傾斜．断面1－1’は第8図におけるD－D’の一部．

上に投影したシーティング節理面の傾斜．

（b）断面1－1’

本地域の場合，花崗岩体上に載っている玄武岩溶岩の形成

を更新世とすれば，河谷の深い下刻も更新世以降であろう．

したがってシーティング節理の形成もこれ以降と推定される．

シーティング節理と道路法面（切土法面）

　冒頭で述べたように，シーティング節理は緩傾斜で斜面と

同方向のことが多く，落石や崩落の地質的素因になり得る．

そこで，日南湖東岸の斜面において山腹斜面の傾斜角とシー

ティング節理面の傾斜角の関係を調べた．第11図は個々の

測定地点における掘削前の山腹斜面の傾斜角θ、とシーティ

ング節理面の傾斜角θ，を両軸にとって両者の関係を示した

ものである．

　いずれも緩傾斜であるが，全体的な傾向として，θ1＞θ，

の場合が多いようである．とくにθ、＞30。の山腹斜面では，

いずれもθ、＞θ，であった．こうした関係が普遍的に存在す

れば，シーティング節理の発達した地域での岩盤斜面の掘削

形状決定にはこうしたものを十分考慮する必要がある．事実，

シーティング節理面は崩落時のすべり面となりやすく，2000

年10月の鳥取県西部地震においても，この地域でシーティ

ング節理面に沿った崩落・落石が多数確認できた（横田・加

古，2001；横田他，2001；横山他，2001）．
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（a）浸食小起伏面の一部が浸食され，河谷が形成されはじめる．

向にシーティング節理が形成される．（c）別の場所に新しい河谷が形成されはじめる．浅く狭い河谷の場合，それに対応するシー

ティング節理は形成されにくい．

シーテイング節理

考え得る地形発達史とシーティング節理形成のイメージ．
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マイクロシーティング

　この地域ではシーティング節理とともにそれに平行したマ

イクロシーティングとよばれる数mm間隔の微小クラック

が認められる．露頭で見られる代表例を第13図（a）に示す．

ここでは約4mm間隔の微小クラックが密集しており，それ

らはシーティング節理面に平行であった．微小クラックは

シーティング節理を挟んで上下数cmの範囲に集中している

が，それより上下は新鮮な岩石となっている．この部分から

採取した岩石試料を同（b），（c）に示す．これらは，試料を

赤色のシアノボンドで固めた後，露頭に鉛直方向に切断し，

約2cm四方に整形したものである．試料中の微小クラックは

長石や石英の鉱物粒子をも切って連続しているとともに，鉱

物粒界に沿った箇所もある．

　こうした微小クラックはシーティング節理に平行なものだ

けでなく，部分的には高角節理面に平行したものも認められ

る．マイクロシーティングの形成機構については，橋川（1980）

では，花崗岩中には無数の潜在的なクラックが存在し，それ

らが最も破壊されやすい方向に顕在化してマイクロシーティ

ングが形成される可能性を指摘しているが，他にも様々な考

えがなされている（千木良，2000b；藤田他，2001など）．

いずれにせよ，これらについては人工的な切土法面での不安

定性とともに今後の課題であろう．

ま　と　め

　山陰側ではこれまであまり知られていなかったシーティン

グ節理の発達地域を鳥取県西部の花崗岩地域で見いだすとと

もに，そこでのシーティング節理の方向を谷地形との関係で

検討した．結果は以下のようにまとめられる．

（1）日野川上流の根雨花崗岩体中にシーティング節理の発達

　域を確認した．ここではこれに調和的なマイクロシーティ

　ングとよばれる微小クラックの存在も確認した．

（2）シーテイング節理の発達域は標高450m～500mの浸食

　小起伏面が河谷によって深く開析されつつある地域であ

　り，400前後の急な谷壁斜面，ならびにそこから高標高部

　の緩傾斜面にいたる間に認められる．

（3）多数の節理面方向の測定結果に基づくと，シーティング

　節理の多くはそれの現れている谷壁斜面および緩斜面と同

　走向でかつ同方向に傾斜している．また，傾斜角は緩斜面

　と同じかわずかに急なものが多い．

（4）底が浅くかつ幅の小さな谷ではそれに対応するシーティ
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　ング節理はほとんど認められず，たとえ認められても他の

　深い谷に対応するものである．したがって，こうした地域

　ではシーティング節理は自然斜面とは必ずしも同走向では

　ない．

（5）シーティング節理面と自然斜面の間のこのような関係に

　基づけば，それらは深い河谷の形成に伴って谷壁斜面で生

　ずる局所的な応力バランスに起因すると考えられ，これは

　広島地域における橋川（1980）の解釈を支持するものであ

　る．
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58 、ll釧妙，し日野川L流域における花崗岩斜面中のシーティング節理

第12図　H南湖1、t尋辺における花1，・1群1中のシーティング節理の状況』

　（a）ノく宮ダム　ド流糸勺l　km／1三岸，　（b）日南淘1東岸

0 2cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第13図　花1、・1竹岩中のマイクロシーティングの例．

（a）露頭で見られるシーテでング節理に’r行なマイクロシーティング（ノぐllfダム1・’流左岸〉．（b〉および（c）岩石中の微小クラッ

ク．石英粒を切ってクラックが延びている．なお，クラックはシアノボンドで赤色に着色してある．




